
平成26年6月　第8回教育委員会　議事録

開催日時 平成26年6月25日（水）

午後1時30分～午後5時30分

開催場所　 天萬庁舎　2階　会議室

出席委員 毎川委員長・佐藤委員・細田委員・森岡委員・永江教育長

説明員 板持教育次長、福田総務・学校教育課長

書記 主幹　加納諭史

欠席委員 なし

【開会　午後1時30分】

【１．互礼・開会】

【２．あいさつ】

委員長 　開会挨拶

【３．会期の決定】

委員長 　会期を午後4時30分までとする。

【４．非公開案件の決定】

委員長 　非公開案件の決定　　

　　６．専決　　８．報告Ⅱ　

【５．報告Ⅰ】　

次長 ①月例報告

　会議案P1のとおり

次長 ②事務局関係

　○６月定例議会一般質問について

　　　別添資料P1‐11のとおり

　○南部町内保育園・小中学校公開日の実施について

　　　別添資料P12のとおり

次長 ③総務・学校教育課関係

　○平成２５年度学校給食費収納状況について

　　　当日配布資料別添資料P1のとおり

　○平成２６年度西伯郡中学校総合体育大会の結果について

　　　別添資料P13‐31のとおり
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課長 　〇LD等非常勤講師の配置について

　　講師　を配置し１学期末に向けて立て直しを図る。

　〇法中校区のALT交代について

　　　ALTが７月２４日で帰国の為後任者に新ALT（25歳米国）を配置

　　　日本語が不慣れ。今後イングリッシュスクールとの連携を図る。

　〇西伯小校庭芝生化事業について

　　　別添資料P33のとおり

次長 ④人権・社会教育課関係

　〇平成２５年度住宅資金貸付事業特別会計の決算状況について

　　　別添資料P34のとおり

　　 　　滞納者については分納でお願いし徴収努力を行う。

　〇第１２回全日本ジュニアボート選手権大会等の結果について

　　優勝　８月６日から世界ジュニア選手権（独）、ユースオリンピック（中国）、

　アジア選手権（台湾）へ

　　県総体ダブルスカル優勝　７月３１日からインターハイ（山梨）

　〇「みんな集まれ！あそぼう広場」について

　　　別添資料P35-40のとおり

⑤その他

教育長 　補足として、５月から鳥取県のいじめ問題対策連絡協議会が設立された。

　医師、警察など様々な分野で構成。情報の共有化が図られる。

委員長 　質疑意見等ないか。

委員 　６月定例議会の杉谷議員の小中一貫教育に関連し、南部中学校区のコミュニティー

スクール（地域協働学校運営協議会）（以下「CS」という。）の会で、小中一貫推進の

会の目指す方向を問われ、CSを基盤として小中一貫教育を目指すと回答した。改めて

答弁内容を確認し回答に確信をもった。多くの方が議会中継を拝見され一層理解が深

まることを期待する。

教育長 　小学校、中学校と９年間を通じた教育を進めていく中で、小中一貫の在り方を踏まえ

運営協議会を考えるべき。

委員 　議員の質問はご自身のお考えが伺えない。

次長 　党としての代弁として理解されたい。

委員 　小学校１年生はスポーツ少年団に入団できるか。入学間もない今の時期の１年生に

とって授業を受けることは大変。さらにスポ少の練習では疲れもたまる。

　スポ少への入団を喜ぶ低学年の保護者もあるが、土日は家庭でゆっくりと過ごすこと

も必要ではないか。本当に１年生から入団すべきか疑問。

次長 　以前は、４年生からの入団だったが、部によっては低学年から募集している。

教育長 　低学年募集の背景には、部員不足がある。今年度①スポ少の指導者協議会で入団

のルール化の検討と、②スポーツ審議会に「子どものスポーツ活動」について諮問を
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予定。一方で、低学年の活動の機会として、スポNetなんぶで補う方向を考えたい。

　スポ少の課題として団員不足から補欠の経験のないままに過ごす。補欠をつくる意味

ではなく活動単位として、小学校単位でなく町単位での構成も視野に考えるべき。

委員長 「みんなあつまれ！遊ぼう広場」は好評。引き続き充実を。

　「住宅資金貸付事業」については、点検評価からも町長部局へ移管すべき。

　給食費については不公平感がないように。

委員 　給食費の滞納者は決まった方か。

次長 　当日配布資料P1より滞納世帯２６世帯のうち平成２５年度新規滞納者は４世帯。

残りは複数年にわたり滞納状態。

【６．専決　】　非公開

【7．議事Ⅰ】

次長 議案第20号「平成26年度南部町の教育」について

別冊による説明

委員長 　質疑意見等ないか。

委員 　別冊P５（10）　広域連携事業は教育委員として具体的なものがあるか。

次長 　各町村の事務局内で連携し取り組む課題を研究するもの。

委員 　別冊P11　青少年育成に関する内容は、何が課題で何を見直すのか。

課長 　青少年育成会議及び子ども会については、子どもの数の減少など社会的要因などか

ら組織の弱体化、形骸化がみられる。一方で振興協議会に一部事業実施のため財源

が充当されている。これらの状況から見直しを行うものである。

委員 　別冊P８特別支援教育の充実に関し、保小の連携に保健師の関わりを統一すべき。

　 1年生に対する保健師の関わりを求める考え方に学校で差がある。

課長 　保健師との関わりを必要としないではなく、それぞれの学校の方針によるところも

ある。教育委員会としては、保健師だけでなく児童にとって必要とする方々へは、積極

的に関わっていただく考えである。

委員 　保小連携に関する提案として、就学時健診を早期に実施され、学校と保護者が教育

　 について話す機会を設けるべき。

課長 　長期社会体験研修をすすめている中で、早い段階で小学校入学を見越した機会を

つくることは大切。

委員 　保育士はどこまで教育の分野に関わっていくべきか。保育園で指導したことが小学校

で反映されているか疑問。　保育園から小学校へのスムーズな就学に向けて、保育園

の活動の評価を話し合う機会をもつこと。信頼関係を築くことが必要。

委員長 　話合いの機会はもたれているか。

委員 　保育士には「待ちでなく小学校に出掛けるように」と言っている。

教育長 　保育園と小学校との情報共有は進んでいるが、保育と教育のつながりについては、

認識が不十分ではないか。改善策として、主体を明確にした上で両方が出かけそれ

ぞれの観点を話すべき。
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委員 　就学への考えを、家庭でも育てるべき。

委員 　就学時健診の際、保護者は何をされているか。

課長 　就学時健診の際には、保護者へ就学に向けての説明をしている。

委員 　町教振が動き出している中で、参加者から会の位置づけについて意見があった。

会の目標が大きいため定まらない様子。

課長 　町教振での意見の吸い上げルートの位置づけられていないことがある。

委員長 　議案第20号「平成26年度南部町の教育」について異議はないか。

委員 異議なし。

【８．報告Ⅱ】　非公開

【９．議事Ⅱ】　なし

【１０．協議Ⅰ】

1）委員提案（報告）

会議案資料　P41

委員長 　会見小学校運動会の感想と回答について

委員 　会見小学校の芝生は今はふさふさだが、運動会の時は大変な砂ほこり。

　管理職である校長、教頭とも異動となった会見小学校では、2人を支えるのは昨年か

らいた教職員である。組織のあり方が問われる。

課長 　芝生の管理について、主体は学校。子ども達の為に芝生を植えた。芝生は、生き物。

管理マニュアルがあっても必ずしもその通りにはいかない。

　植木鉢の植物と同様に考えればいいが、学校という組織に入ると何故かこの

ようになる。　校庭は学校の管理であることは間違いないこと。

委員 　芝刈隊はどうなったのか。

課長 　決まっていない。取りまとめ役が決まっていない。

委員 　保育園の芝刈は、職員が中心にやっている。園児の為の芝生だから。

　会見小学校の芝生に対して、教職員に愛が感じられない。　教職員が学校の中で

指示待ち人間になっている。

課長 　組織の力が下がっている。個々の職員は優秀でも組織として一つになりきれていな

いと感じる。

委員長 　会見小学校の教職員方には、児童はもちろん芝生にも愛を注がれたい。

2）事務局提案

①議会民生教育常任委員との意見交換会について

②臨時教育委員会の開催について

次長 　教科書採択の締切が迫っている為、意見交換会と同日開催で臨時教育委員会を開

催したい。　8月8日（金）午後1時30分～

教育長 　議員との意見交換会では、教育委員会制度改革にふれられるかもしれない。
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委員長 　制度改革について、委員に求められても困る。

教育長 　南部町の教育委員会として、どう関われるかの意見交換でいいのではないか。

　また、6月議会の最終日で一部の議員から教育制度改革の撤回を求める意見書採択

の発議があった。もし撤回を求めるならば、会期内のもっと早い時期に出すべき。　

突然、採択を求められても多くの議員はわからないだろう。事実、採択前に退席された

議員があった。

③学校給食牛乳の取り扱いについて　会議資料P42～44

教育長 　学校給食について県産品を使用する考えである。供給制度について単独随意契約か

広域連携するかにしろ事務局に一任いただきたい。

　また、ご飯と牛乳について、牛乳は給食につきものと認識だが、米飯給食へ移った際、

ご飯と牛乳の議論はしていない。各委員のお考えはどうか。

委員 　子ども達にとって、学校で牛乳を飲むことが大切。ご飯だからと関係ない。

委員 　脱脂粉乳時代から比べると、牛乳は格段に美味しい。

当時は食事の後のデザート感覚で飲んでいた。

　牛乳が飲めない児童生徒はいるのか。

次長 　アレルギーのある児童生徒は飲めない。あらかじめ給食費から牛乳代金を差引く。

委員長 　事務局に任せるが、「お茶」は文化であり、文化を体験する意味でも「お茶」も大切。

委員 　必ずしも給食時に飲むのでなく、長休憩に牛乳を飲むのもよいのでは。

教育長 　食育ならお茶だろう。継続協議とする。

　給食運営委員会を秋頃に開催する予定です。

④次世代育成はんどん再活事業について

教育長 　当日配布資料P2～３の説明

委員 　防災無線で「かぞくの日」の放送があるが、具体的な内容にふれてはどうか。

教育長 　「おせの背中」が足踏み状態である。

⑤その他

委員 　つくし保育園でノロウイルス発生し職場体験の受け入れを中止した。

　体験予定の3名については、代替施設としてさくら保育園で受け入れた。

【１１．協議Ⅱ】　　なし

【１２．今後の主な予定】

　資料P5のとおり

【１３．次回教育委員会開催日について】

1）７月（第９回）定例教育委員会の開催について

　　日時：７月２４日（木）　午後2時～

5 ページ



　　会場：　法勝寺図書館　２Ｆ会議室

2）８月（第10回）定例教育委員会の開催について

　　日時：　8月30日（土）　午前9時～

　　会場：　天萬庁舎　２Ｆ会議室

【１４．互礼・閉会】

　　午後5時30分
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